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女
乗
物
を
科
学
す
る 国
立
民
族
学
博
物
館

日
高

真
吾

一

は
じ
め
に

江
戸
時
代
、
婚
礼
行
事
で
使
用
さ
れ
た
女
乗
物
の
特
徴
は
、
外

装
を
漆
塗
り

で
仕
上
げ
、
内
装
を
装
飾
画
で
彩
っ
た
華
や
か
な
装

飾
性

で
あ
る
。

一
方
、
こ
の
よ
う
な
特
徴
は
、
機
能
性
を
優
先
さ

せ
る
た
め
に
軽
量
化
を
図
り
、
余
計
な
装
飾
を
省
く

「駕
籠
」
と

い
う
乗
用
具
の
な
か
で
は
異
質
の
存
在
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

女
乗
物

の
装
飾
性
が
豊
か
に
な
る
理
由
は
、
女
乗
物
が
婚
礼
行

事
で
用
い
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
使
用
目
的
か
ら
察
す
る
こ

と
が

で
き
る
。
江
戸
時
代

の
婚
礼
、
特
に
大
名
家
の
婚
礼
は
個
人

と
個
人
の
関
係
で
成
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
と
家
と
の
関
係

で
成

立
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
名
家

の
婚
礼
は

家
を
挙
げ

て
の
行
事

で
あ
り
、
調
え
ら
れ
る
調
度
品
が
華
や
か
な

も
の
に
な
る
の
は
容
易
に
察
し
が
つ
く
。

さ

て
、
私
は
冒
頭

で
女
乗
物

の
装
飾
を

「外
装
を
漆
塗
り
で
仕

上
げ

、
内
装
を
装
飾
画

で
彩

っ
た
」
と
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
装

飾
性
を
持

っ
た
も
の
は

「黒
漆
金
蒔
絵
女
乗
物
」
と
い
う
女
乗
物

で
あ

る
。
江
戸
時
代
後
期

の
風
俗
に
つ
い
て
詳
細
に
ま
と
め
た
『守

ハ
 

 

貞
謾

稿
』
に
は
、
女
乗
物
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

(前
略
)
女
乗
物
に
も
数
種
あ
り
。
惣
黒
漆
に
金
蒔
絵
を
最

上
と
す
。
蒔
絵

は
定
紋
散
ら
し
あ
る
ひ
は
定
紋
に
唐
草
、
ま
た

は
唐
草

の
み
を
も
こ
れ
を
描
く
か
。
予
見
る
物
多
く
は
定
紋
の

ち
ら
し
な
り
。
棒
、
同
製
な
り
。
押
縁
、
黒
に
滅
金
の
金
具
を

打

つ
。

(中
略
)

次
に
天
鵡
絨
巻
な
り
。
紺
唐
草
紋
天
鵡
絨
を
も

つ
て
全
体
を

包

み
、
捧
お
よ
び
押
縁
と
も
に
黒
塗
、
滅
金
の
金
具
、
簾

へ
り

赤
地
錦
。
日
覆
あ
れ
ど
も
両
端
を
透
か
さ
ず
、
屋
根
に
直
に
置

く
。

一

次
に
網
代
朱
漆
ぬ
り
。
押
縁
そ
の
他
と
も
に
前
に
同
制
。
た

だ

一
等
粗
製
な
り
。

次
に
全
体
青
漆
。
押
縁
黒
、
銅
具
お
よ
び
鋲
を
打

つ
。
故
に

鋲

打
ち
乗
物
と
云
ふ
は
俗
の
名
付
く
所
か
。
あ
る
ひ
は
押
し
ぶ

ち
鋲
の
み
打
ち
て
別
に
銅
具
な
き
も
あ
り
。

次
に
産
打
。
全
体
莞
莚
、
押
縁
黒
、
銅
鋲
を
打

つ
。
こ
の
二

種
と
も
に
窓
簾
同
前
、
ま
た
棒
も
黒
漆
に
て
白
な
し
。
け
だ
し

錦

お
よ
び
塗
製
に
精
粗
あ
る
の
み
。

青
漆
ぬ
り
と
ご
ざ
打
と
も
に
専
ら
日
覆
な
し
。
(後
略
)

こ
の
こ
と
か
ら
私
が
冒
頭
で

「外
装
を
漆
塗
り
で
仕
上
げ
、
内

装
を
装
飾
画

で
彩

っ
た
」
と
し
た
女
乗
物
が
、
『守
貞
謾

稿
』

で

最
上
位
と
さ
れ
た
黒
漆
金
蒔
絵
女
乗
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
こ
の
記
述
か
ら
女
乗
物
は
、
黒
漆
金
蒔
絵
女
乗
物
、
ビ
ロ
ー

ド
巻
女
乗
物
、
朱
塗
網
代
女
乗
物
、
青
漆
塗

女
乗
物
、
茣
蓙

打
女

乗
物

の
五
種
類
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
明
確
な
順
位
が
あ

っ
た
こ
と

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
本
稿
で
は

こ
の
黒
漆
金
蒔
絵
女

乗
物
を
女
乗
物
と
表
記
す
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
華
や
か
な
装
飾
性

を
も

っ
た
女
乗
物
の

製
作
は
ど
の
よ
う
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
?
江
戸
時

代
、
幕
府
は
大
名
家
に
参
勤
交
代
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で

金
銭
を
負
担
さ
せ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
大
名
家
の
財
政
は
、

決
し
て
楽
な
も

の
で
は
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
あ

っ
て
、
婚
礼
調
度

の
製
作
は
大
名
家
に
と

っ
て
大
き
な
負
担

で
あ

っ
た
と
考
え
る
。
特
に
大
型
の
調
度
品

で
あ
る
女
乗
物
は
尚

更
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿

で
は
、
女
乗
物

の
製
作
技

法
の
う
ち
、
外
装

の

漆
工
技
術
に
つ
い
て
、
通
常
の
肉
眼
観
察
で
は
見
え
て
こ
な
い
部

分
を
保
存
科
学

の
手
法
を
用
い
て
科
学
的
に
解
き
明
か
し
て
み
た

い
。

二

女
乗
物
に
用
い
ら
れ
た
漆
塗
り
仕
上
げ
の
技
法

(
一
)
漆
膜
の
顕
微
鏡
観
察

女
乗
物
の
漆
工
技
術
を
解
き
明
か
し
て
い
く
に
あ
た

っ
て
、
ま

ず
、
ベ
ー
ス
と
な
る
漆
塗
り
が
ど
の
よ
う
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た

の
か
紹
介
し
た
い
。
文
化
財
に
位
置
づ
け
ら

れ
た
漆
工
芸
品
の
技

法
解
明
に
、漆
膜

の
顕
微
鏡
観
察
は
多
く
の
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

代
表
的
な
研
究
事
例
を
紹
介
す
る
と
、
小
林
幸
雄
氏
、
永
嶋
正
春

氏
、
岡
田
文
男
氏
ら
は
縄
文

・
弥
生
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の

出
土
漆
器
に
用

い
ら
れ
た
漆
工
技
術
に
つ
い
て
、
実
体
顕
微
鏡
に

 こ

よ
る
精
緻
な
漆
膜

の
断
面
観
察
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
北
野
信

彦
氏
ら
は
近
世
期
の
出
土
漆
器
の
保
存
処
理
を
行
う
際
に
必
要
な

情
報
と
し
て
、
近
世
に
お
け
る
漆
工
技
術
を
把
握
す
る
研
究
を
段

 ヨ
 

階
的
に
進
め
て
い
る
。

私
は
女
乗
物
の
漆
塗
り
に
つ
い
て
、
拙
著

『女
乗
物
ー
そ
の
発

生
経
緯
と
装
飾
性
に
つ
い
て
ー
』
で
顕
微
鏡
観
察

の
結
果
を
示
し

 
 
 

て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

漆
塗
り
の
技
法
は
、
顕
微
鏡
に
よ
る
漆
膜

の
断
面
観
察
を
行

っ

た
。

こ
の
調
査
で
は
女
乗
物
の
漆
膜
を
試
料

片
と
し
て
用
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
女
乗
物
の
漆
膜
を
物
理
的
に
剥

が
し
て
試
料
片
に
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
す
で
に
脱
落
し
て
い
た
破
片

を
い
た
だ
い
て
試
料
片
と
し
た
。
顕
微
鏡
観
察
用
の
試
料
は
、
漆

膜

の
破
片
を
電
子
顕
微
鏡
用
エ
ポ
キ
シ
樹
脂

包
埋
剤

(主
剤
Q

u

e
t
o
1
8
1
2
、
硬
化
剤
D
D
S
A

日
新
E
M
製
)
で
包
埋

し
た
後
、
研
磨
法
に
よ

っ
て
プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
成
し
た
。
そ
の

プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
生
物
顕
微
鏡

(㈱
O
L
Y
M
P
U
S
製
)
の
透

過
光
で
照
ら
し
、
漆
膜
の
断
面
構
造

の
観
察
を
行

っ
た
。



◎論 考

(二
)
顕
微
鏡
観
察
の
結
果

顕
微
鏡
観
察

で
は
、
下
地
、
黒
漆
、
透
漆
の
構
造
が
観
察
さ
れ

る
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
十

一
挺

の
女
乗
物
に
対
し
て
観
察
を
行

っ

た
。
そ
の
結
果
を
表
1
に
示
す
。
な
お
、
本
稿
で
は
全
体
的
な
女

乗
物

の
技
法
解
明
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
掲
載
す

る
分
析
結
果

の
試
料
名
は
、
あ
え
て
個
別
の
女
乗
物

の
名
称
で
は

な
く
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
表
記
す
る
。

顕微鏡観察結果表1

試料名称　 下地層　透漆層　 備 考

A O 0 2

B 0 0 4

C 0 0 1
透漆層の上に再度下地を作 り、

黒漆層、透漆の層が観察される

D 0 0 5

E 0 0 2
透漆層の上に再度下地を作り、

黒漆層、透漆の層が観察される

F 0 0 3

G 0 0 2

H 0 O 2

i 0 0 2

J 0 O 2

K O 0 2

通
常
、
漆
塗
り
は
下
地
も
含
め
、
何
度
も
塗
り
重
ね
な
が
ら
、

そ
の
膜
面
の
強
さ
、
美
し
さ
を
だ
す
技
術
で
あ
る
。
表
1
の
結
果

か
ら
、
女
乗
物

の
漆
塗
は
透
漆
を
二
回
塗

っ
て
仕
上
げ
る
傾
向
が

み
て
と
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
観
察
結
果
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

一

度
仕
上
げ
ら
れ
た
漆
膜
の
上
に
再
度
下
地
を

つ
く
り
、
塗
り
直
し

を
行

っ
た
と
思
わ
れ
る
女
乗
物
が
二
挺
観
察
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る

(写
真
1
)。

一一一

蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
蒔
絵
技
法
の
観
察

(
一
)
蛍
光
X
線
分
析
の
概
要

蛍

光
X
線
分
析
と
は
、
試
料
面
に
X
線
を
照
射
し
て
各
元
素
に

特
有

の
特
性
X
線
を
発
生
さ
せ
、

こ
の
特
性
X
線
を
分
析
す
る
こ

と
に
よ

っ
て
、
分
析
箇
所
の
元
素
組
成
を
定
性
す
る
も
の
で
あ
る
。

文

化
財
の
分
野
に
お
け
る
蛍
光
X
線
分
析
の
応
用
は
、
江
本
義

 ら
 

理
氏

が

「科
学
的
鑑
定

の
歴
史
を
飾

る
」
と
位
置
づ
け
た
昭
和

三
六
年

(
一
九
六

一
年
)
の
「永
仁
の
壷
」
事
件
に
は
じ
ま
る
。
「永

仁

の
壷
」
事
件
と
は
、
昭
和
三
五
年

(
一
九
六
〇
年
)
に
重
要
有

形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

「瀬
戸
飴
釉

永
仁
銘
瓶
子
」

の
真
贋
を

め
ぐ
る
論
争
で
、
こ
の
論
争
に
決
着
を

つ
け
た
の
が
蛍
光
X
線
分

析

で
あ

っ
た
。
ま
ず
、
鎌
倉
時
代
の
古
瀬
戸

、
昭
和
の
古
瀬
戸
の

粕
薬

の
元
素
組
成
の
特
徴
を
蛍
光
X
線
分
析

で
明
ら
か
に
し
、
「瀬

戸
飴
釉

永
仁
銘
瓶
子
」
の
蛍
光
X
線
分
析
を
行

っ
て
、
そ
の
元
素

  

組
成
が
昭
和
の
も
の
で
あ
る
と
証
明
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
蛍
光
X
線
分
析
を
利
用
し
、
論
争

の
決
着
に
貢
献

し
た
出
来
事
は
、
そ
の
後
、
文
化
財
調
査

に
お
け
る
保
存
科
学
の

有
効
性
を
証
明
す
る
き

っ
か
け
と
な

っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
蛍

光
X
線
分
析
は
文
化
財
の
科
学
調
査
の
礎

を
築

い
た
分
析
法
と
も

い
え
る
の
で
あ
る
。

近
年

の
技
術
開
発
に
よ
っ
て
可
搬
型
蛍
光

X
線
分
析
装
置
が
開

発
さ
れ
、
文
化
財

へ
の
調
査
対
象
が
さ
ら

に
広
が

っ
た
。
最
近
の

代
表
的
な
研
究
実
績
で
は
、
国
内
の
文
化
財

に
対
し
て
早
川
泰
弘

氏
ら
が
国
宝

『源
氏
物
語
絵
巻
』
の
顔
料
分
析
に
蛍
光
X
線
分
析

を
試
み
、
源
氏
物
語
に
用

い
ら
れ
た
顔
料

に
つ
い
て
の
情
報
を
提

 ア
 

示
し
た
。
ま
た
、
早
川
氏
ら
は
高
松
塚
古
墳
壁
画

の
顔
料
分
析
に

 
 

 

も
用
い
、
古
代
の
顔
料
史
に
有
意
義
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

一
方
、
海
外

の
文
化
財
に
つ
い
て
は
中
井
泉
氏
ら
が
エ
ジ
プ
ト
の

シ
ナ
イ
半
島
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
に
つ
い
て
蛍
光
X
線

分
析
を
行
い
、
ガ
ラ
ス
の
組
成
か
ら
そ
の
製
作
技
術
を
明
ら
か
に

 
 

ソ

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
早
川
氏
ら
や
中
井
氏
ら
の
成
果
は
、
蛍

光
X
線
分
析
の
技
術
史
や
美
術
史

の
分
野

に
お
け
る
有
意
義
な
業

績
と
い
え
よ
う
。

(
二
)
蛍
光
X
線
分
析

の
対
象
と
し
た
資
料

私
は
女
乗
物

の
蒔
絵
粉
に
つ
い
て
蛍
光

X
線
分
析
を
行

い
、
前

述

の
拙
著

の
な
か
で
蛍
光
X
線
分
析
に
よ

る
蒔
絵
粉
の
解
明
の
可

 ゆ
 

能
性
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
執
筆
を
機
会
に
、
私
が
所
属

す
る
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵

の
流
通
漆
器
な
か
か
ら
無
作
為
に

九
点

の
資
料
を
抽
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

の
金
蒔
絵
を
蛍
光
X

線
分
析
に
よ
る
元
素
の
定
性
を
行

っ
た
。
ま
た
、
女
乗
物

の
蒔
絵

箇
所
の
破
片
八
点
に

つ
い
て
も
改
め
て
蛍
光
X
線
分
析
を
行

っ

た
。

こ
こ
で
は
、
両
者
の
蒔
絵
粉

の
元
素

の
定
性
結
果
か
ら
そ
の

比
較
を
試
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
分
析
対
象
と
し
た
流
通
漆
器

と
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
期
に
製
作
さ
れ
、
庶
民
階
層
が

使
用
し
た
、
も
し
く
は
交
易
品
と
し
て
製
作
さ
れ
流
通
し
た
漆
器

を
指
す
。

塗り直しが考えられる漆膜断面写真1

」

写真2蛍 光X線 分析装置
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(三
)
蛍
光
X
線
分
析

の
測
定
条
件

金
蒔
絵
の
分
析

で
使
用
し
た
蛍
光
X
線
分
析
装
置
は
、

ア
ワ
ー

ズ

テ

ッ
ク
ー
0
0
F
A

(ア
ワ
ー
ズ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
製
)
で
あ

る

(写
真
2
)
。
本
装
置
の
X
線
管
球
は
パ
ラ
ジ
ウ
ム

(田
)
管

球
で
あ
り
、
X
線
照
射
径
は
3
㎜
、
検
出
器
に
は
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム

(
Z
r)

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
測
定
方
法
は
、
X
線
を
資
料
に
直

接
照
射
す
る
ダ
イ
レ
ク
ト
法
で
測
定
し
た
。
測
定
条
件
は
、
管
電

圧
30
k
V、
管
電
流
は
1
m
A、
測
定
時
間
は
1
0
0

秒
で
あ
る
。

(四
)
蛍
光
X
線
分
析
に
よ
る
元
素

の
定
性
結
果

金

蒔
絵
に
用
い
ら
れ
る
蒔
絵
粉
の
元
素

の
定
性
は
、
金
粉
、
銀

粉
、
銅
粉
、
錫
粉
、
金
と
銀

の
合
金
で
あ
る
青
金
、
銅
と
亜
鉛

の

合
金

で
あ
る
真
鍮
粉
を
対
象
と
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
定
性
元
素

は
金

(
A
u)、
銀

(
A
g
)
、
銅

(
C
u)、
錫

(
S
n)、
亜
鉛
Z
n

)
に

絞
り

込
ん
で
定
性
を
行

っ
た
。
な
お
、
元
素
の
定
性
で
は
ま
ず
、

測
定
値
の
蛍
光
X
線

の
強
度
が
m
C
P
S
/

飴
以
上
あ
る
こ
と
と

し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
元
素

に
つ
い
て
は
、
㎞
は
L

α
線
、
鎗

㏄
、

翫
、

加
は
K
α
線
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
蛍
光
X
線
分
析
に

よ
る
蒔
絵
粉
の
元
素
の
定
性
結
果
を
表
2
に
示
す
。

表

2
の
結
果
か
ら
す
べ
て
の
試
料
か
ら
細
と
㎝
を
検
出
し
た
。

こ
こ
で
の
㎝
の
存
在
は
、
意
識
的
に
銅
粉
を
加
え
こ
と
で
金
粉
の

使
用

量
を
減
ら
し
た
可
能
性
や
金
粉
の
製
造
時
に
用
い
た
金
の
な

か
に
す
で
に
不
純
物
と
し
て
銅
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘

で
き
る
。
な
お
、
流
通
漆
器
の
試
料
漁
1
か
ら
は
㎝
と
加
が
検
出

さ
れ
、
細
は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た
。
こ
の
結
果
は
意
識
的
に
真
鍮

粉
で
蒔
絵
を
行

っ
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
、
試
料
酌

2
か
ら
は
㎞
、
㎝
と
と
も
に
加
を
検
出
し
た
。
こ
の
結
果
は
真
鍮

粉
を
用
い
る
こ
と
で
金
粉
の
使
用
量
を
減
ら
し
、
金
の
発
色
効
果

を
狙

っ
た
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。

蛍光X線 による蒔絵粉の定性結果表2

試料名lCulZnlAglSnlAu

ぬ1(流 通漆器) 0 0
一 一 一

ぬ2(流 通漆器) 0 0 一 一 0

晦3(流 通漆器) 0
一 一 一 0

No.4(流 通 漆 器) 0
一 一 一 0

晦5(流 通漆器) 0
一 一 一 0

Na6(流 通漆器) 0
} 一 一 0

卜b7(流 通漆器) 0
一 一 一 0

南8(流 通漆器) 0
一 一 一 O

N(}9(流 通 漆 器) O
一 一 一 0

Na10(女 乗物) 0
一 一 一 0

Na11(女 乗 物) 0
一 一 一 0

Na12(女 乗 物) O
一 一 一 0

Na13(女 乗 物) 0 一 一 一 O

卜1a14(女 乗 物) 0
一 一 一 0

Na15(女 乗 物) 一 一 一 一 0

Na16(女 乗 物) 一 一 一 一 0

㎞17(女 乗物) 0
一 一 一 0

(五
)
定
性
結
果
の
値
か
ら
み
る
金
と
銅
の
関
係

本
稿
で
分
析
対
象
と
し
た
金
蒔
絵

の
蒔
絵
粉
の
材
料
と
し
て
考

え
ら
れ
る
元
素

の
定
性
を
行

っ
た
結
果
、
真
鍮
蒔
絵
と
考
え
ら
れ

る
試
料
漁
1
以
外

の
試
料
か
ら
す
べ
て
A
uと
C
uを
検
出
し
た
。
私

は
こ
れ
ま
で
の
調
査
の
な
か
で
女
乗
物
に
用

い
ら
れ
た
蒔
絵
粉
に き

つ
い
て
、
北
野
氏
が
実
施
し
た
近
世
期
の
出
土
漆
器

の
分
析
結
果

と
比
較
し
な
が
ら
、
女
乗
物
に
用
い
ら
れ
た
蒔
絵
粉
は
良
質
な
も

 ヨ

の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、

今
回
行

っ
た
蒔
絵
粉
の
元
素

の
定
性
結
果
か
ら
、
蒔
絵
粉
の
な
か

の
金
と
銅
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
、
女
乗
物
と
流
通
漆
器
の
蒔

絵
粉

の
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

蒔
絵
粉
の
な
か
に
含
ま
れ
る
金
属
元
素

の
分
布
は
、
理
論
的
に

は
定
量
分
析
を
行
う
こ
と
で
そ
の
実
態
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
対
象
と
し
て
い
る
蒔
絵
の
膜
厚
は
非
常
に
薄
く
、

蒔
絵
粉
の
有
効
元
素
を
X
線
が
透
過
し
て
し
ま
い
、
定
量
に
必
要

な
蛍
光
X
線
強
度
が
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
軽
元

素
か
ら
重
元
素
ま
で
を
含
む
蒔
絵
粉
は
、
そ

の
測
定
条
件
に
よ
っ

て
定
量
分
析
に
必
要
な
測
定
値
が
得
ら
れ
に
く
い
。
以
上
の
こ
と

か
ら
、
定
量
分
析
は
難
し
い
と
考
え
る
。
そ

こ
で
、
本
稿
で
は
、

金
と
銅

の
関
係
に

つ
い
て
蛍
光
X
線
分
析
の
強
度

の
値

(C
P
S

/
飴
)
を
用
い
、
A
uの
L
α
線

の
蛍
光
X
線
強
度
値
を
1
0
0
と

し
て
、
C
uの
K
a
線
の
蛍
光
X
線
強
度
値
と

の
比
を
と

っ
た
。
な

お
、

こ
こ
で
は
A
uと
C
uの
関
係
を
み
る
た
め
、
真
鍮
粉
が
用
い
ら

れ
て
い
た
試
料
№

1
と
№

2
の
結
果

は
分
析
対
象
と
し
な

か
っ
た
。
結
果
を
表
3
に
示
す
。

表
3
の
結
果
か
ら
、
金
に
対
す
る
銅
の
強
度
比
は
、
流
通
漆
器

に
対
し
て
女
乗
物

の
値
が
全
体
的

に
低

い
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

こ
れ
は
、
今
回
の
分
析
結
果
か
ら
は
、
女
乗

物
に
用
い
ら
れ
た
金

粉
に
銅
が
含
ま
れ
る
割
合
は
少
な
か
っ
た
と

い
え
る
。
し
た
が

っ

て
、
女
乗
物

の
蒔
絵
粉
は
流
通
漆
器
の
蒔
絵
粉
に
比
べ
、
良
質
な

も
の
で
あ

っ
た
可
能
性
を
示
す
も
の
と
考
え

る
。

表3Auに 対するCuの強度比

0

156



.◎論 考

四
.
ま
と
め

本

稿
で
は
女
乗
物

の
外
装
を
彩

っ
た
漆
工
技
術
に
つ
い
て
、
顕

微
鏡

で
観
察
し
、
蒔
絵
粉
の
質
に
つ
い
て
蛍
光
X
線
分
析
を
行
な

う
と

い
う
保
存
科
学
で
用
い
ら
れ
る
手
法
を
用

い
て
科
学
的
な
ア

プ

ロ
ー
チ
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
顕
微
鏡
観
察

で
は
女
乗
物
の

基
本
的
な
漆
工
技
術
で
は
、
仕
上
げ
工
程
が
二
回
程
度
で
あ

っ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
結
果
を
考
察
す
る
比
較
材
料
と
し
て
、私
が
観
察
を
行
い
、

お
 

す
で
に
公
表
し
て
い
る
輿

の
漆
膜
に
つ
い
て
紹
介
し
た

い
。
輿

の

漆
膜

の
観
察
は
、
女
乗
物

の
顕
微
鏡
観
察
と
同
様
、
前
述
し
た
方

法
で
観
察
を
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
観
察
さ
れ
た
透
漆

の
層
は
九

層
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
女
乗
物

の
仕
上
げ
工
程
に
比
べ
は
る

か
に
手
間
暇
を
か
け
て
製
作
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
、
婚
礼
の
日
取
り
が
決
ま

っ
て
製
作
が
発
注
さ
れ
る
女

乗
物
は
、
輿

の
よ
う
な
乗
用
具
に
比
べ
、
は
る
か
に
製
作
期
間
の

制
約
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
ま
た
、
仕
上
げ

の
工
程
を
簡
略
す
る
こ
と
で
費
用
も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら

の
事
情
が
、
観
察
し
た
輿
に
比
べ
、
女
乗
物
の
仕
上
げ
工
程

を
簡
略
化
さ
せ
た

一
要
因
と
な

っ
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
顕
微
鏡

観
察

の
結
果
か
ら
、
下
地
が
二
層
観
察
さ
れ
、
塗
り
直
し
が
行
わ

れ
た

と
考
え
ら
れ
る
女
乗
物
を
確
認
し
た
こ
と
に
も
注
意
を
は

ら
う

必
要
が
あ
る
。
女
乗
物
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
高
橋
あ
け

 と

み
氏

の
指
摘
も
あ
る
が
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い

た
の
で
あ
れ
ば
、
婚
礼
調
度
の
製
作
費
用
の
節
約
に
必
然
的
に
結

び

つ
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
こ
で
の
顕
微
鏡
観
察
結
果
は
、
女

乗
物

の
再
利
用
の
可
能
性
を
実
証
す
る
材
料
の

一
つ
と
な
る
だ
ろ

う
。一
方
、
本
稿

で
は
女
乗
物

の
蒔
絵
に
つ
い
て
、
流
通
漆
器
の
蒔

絵
と

の
比
較
を
蛍
光
X
線
分
析

で
行

っ
た
。
そ
の
結
果
、
女
乗
物

の
蒔
絵
粉
は
流
通
漆
器

の
蒔
絵
粉
に
比
べ
、
良
質
な
も
の
で
あ

っ

た
可
能
性
を
示
唆
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

つ
ま
り
、
漆

塗
り

の
工
程
で
は
制
作
費

の
節
約
と
い
う
要
素
が
み
ら
れ
る
が
、

蒔
絵
粉
と
い
う
材
料
に
つ
い
て
は
良
質
な
も
の
を
用
い
て
い
た
と

い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
結
果
は
ま
だ

一
部

の
資

料

の
結
果
で
し
か
な
い
。
今
後
は
、
女
乗
物
、
流
通
漆
器
と
も
に

さ
ら
に
調
査
デ
ー
タ
を
増
や
し
、
江
戸
時
代
の
全
体
的
な
漆
工
事

情
を
見
渡
せ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

【註
】

ω

喜
田
川
守
貞

『守
貞
謾

稿
』

(
(宇
佐
美
英
校
訂

『近
世
風
俗
志

(五
)
』
、

岩
波
書
店
、

二
〇
〇
四
年

二
二
六
-

二
二
七
頁
)

②

小
林
幸
雄
、
三
野
紀
雄

「三
沢
川
遺
跡
群
出
土
赤
色
漆
塗
櫛

の
製
作
技

法
」
(『
北
海
道
開
拓
記
念
館
研
究
年
報
』
第
七
巻
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
、

一
九
七
九
年
七

一
-
七
八
頁
)

永
嶋

正
春

「縄
文
時
代
の
漆

工
技
術
-
東
北
地
方
出
土
籃

胎
漆
器
を
中

心

に
し
て
ー
」

(『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第

六
集
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
、

一
九
八
五
年

一
-

五
二
頁
)

岡
田
文

男
、
成
瀬
正
和
、

北
村

昭
斎

「蒔
絵
漆
器
の
製
作
技
法

に
関
す

(3)(4)(5)(6)(7)fig}(9)(10)(11)n2)(13)(14)

る
自
然
科
学
的
調
査
」

(『
古
文
化
財
の
科
学
』
第

三
九
号
、
古
文
化
財

科
学
研
究
会
、

一
九
九
四
年

四
九
ー
六
〇
頁
)

北

野
信
彦

「
近
世
出

土
漆

器
資
料

の
保
存
処

理
に
関

す
る
問

題
点

・

1
」

(『
古

文
化
財

の
科

学
』

第
三

八
号

(『
文
化

財
科

学
研

究
会
』
、

【
九
九
三
年

六
五
ー
七
九
頁
)

日
高
真

吾

『
女
乗
物
1

そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性

に

つ
い
て
ー
』
東
海

大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
八
年

二
六
五
-
二
六
七
頁

江
本
義
理

『文
化
財
を
守

る
』
、
ア
グ
ネ
技
術
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九
三
年

一
九
四
頁

江
本
義
理

『文
化
財
を
守

る
』
、
ア
グ
ネ
技
術
セ
ン
タ
ー
、

一
九
九

三
年

一
九

二
ー

一
九
七
頁

早
川
泰
弘
、
平
尾
良

光
、

三
浦
定
俊
、
四
辻
秀
紀
、
徳
川
義
崇

「ポ

ー

タ
ブ
ル
蛍
光
X
線
分
析
装
置
に
よ
る
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
の
顔
料
分
析
」

(
『保
存
科
学
』
第

三
九
号
、
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
〇
年

一
-

一
四
頁
)

早
川
泰

弘
、
佐
野
千
絵
、

三
浦
定
俊

「八

ン
デ
ィ
蛍
光

X
線
分
析
装

置

に
よ
る
高
松
塚
古
墳
壁
画

の
顔
料

調
査
」

(
『保
存

科
学
』
第
四
三
号
、

東
京
文
化
財
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年

六

三
ー
七
七
頁
)

中
井
泉
、
山
田
祥
子
、
寺
田
靖

子
、
中
嶋
佳
秀
、
高
村
浩
太
郎
、
椎
野
博
、

宇
高
忠

「新
開
発
の
3
ビ
ー
ム
励
起
源
と
シ
リ
コ
ン
ド
リ

フ
ト
検
出

器

を
備
え
た
可
搬
型
蛍
光
X
線
分
析
装
置
に
よ
る
シ
ナ
イ
半
島
出
土
遺
物

の
そ
の
場
分
析

の
試
み
」

(『
X
線
分
析

の
進
歩
』
第

三
三
集
日
本
分
析

化
学
会
X
線
分
析
研
究
懇
談
会
、
二
〇
〇
二
年

三
三

一
-
三
四
四
頁
)

日
高
真
吾

『女
乗
物
1

そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性
に

つ
い
て
ー
』
東
海

大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、

二
五
四
-
二
六
五
頁

北
野
信
彦
、
降
幡
順
子
、
肥
塚
隆
保

「近
世
出

土
蒔
絵
漆

器
の
材
質

・

技
法
と
保
存
処
理
に
関
す
る
問
題
点

(
1
)
」

(『第

一
六
回
日
本
文
化
財

科
学
会

大
会
発
表

要
旨
集
』
、
日
本
文
化
財
科
学
会
、

一
九
九

四
年

三
〇
-
三

一
頁
)

日
高
真

吾

『
女
乗
物
～

そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性

に
つ
い
て
ー
』
東
海

大
学
出
版
会
、

二
〇
〇
八
年
、
三

一
六
頁
)

日
高
真

吾

『
女
乗
物
1

そ
の
発
生
経
緯
と
装
飾
性

に

つ
い
て
ー
』
東
海

大
学
出
版
会
、

二
〇
〇

八
年
、
二
六
六
頁

高
橋
あ
け
み

「竹
菱

梅
葵
紋
散
蒔
絵
女
乗
物
に

つ
い

て
」

(『
仙
台
市
博

物
館
調
査

研
究
報
告
』
第

二
三
号
、
仙
台
市
博
物
館
、
二
〇
〇

三
年

一
九
-

二
〇
頁
)

謝
辞本
稿
を
ま
と

め
る
に
あ
た

っ
て
、
分
析

の
サ
ポ

ー
ト
を
国
立
民
族
学
博
物

館

の
和
高
智
美
氏
に
し
て

い
た
だ

い
た
。
ま
た
、
分
析
デ
ー
タ

の
解
析

に

つ

い
て
元
興
寺
文
化
財
研
究
所

の
川
本
耕
三
氏
に
ご
助
言

い
た
だ

い
た
。

さ
ら

に
、
女
乗
物
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
漆
工
技
術

の
専
門
知
識
に

つ
い
て
は
、

北
村
昭
斎
先
生
、
北
村
繁
氏

に
ご
教
示

い
た
だ

い
て

い
る
。

こ
こ
に
記
し
て

感
謝

い
た
し
ま
す
。
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